
15園

11校

25校

地域をつなげ活気を生み出す協働教育！

名校学係関名織組進推名村町市

気仙沼市

気仙沼市協働教育プラットフォーム
（地域学校協働活動）

市立幼稚園，小中学校，
市内県立高等学校

設立年度 教育委員会・担当課 関係学校数 児童生徒数

H30 気仙沼市教育委員会生涯学習課 6園，29校 5,500人

登録
ボランティア数

1人 0人 11人 0人 26人 0人

統括的な地域学校
協働活動推進員数

統括的な
コーディネーター数

地域学校協働
活動推進員数

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ数 地域連携担当数

活動目標
・地域の担い手を育成する。
・地域の大人（学校関係者を含む）に活躍の場を提供し，大人の学びを推進する。

号番XAF号番話電　地在所　　　　　　　　　　】先絡連【

協力企業・団体・大学・ＮＰＯ等 E-mail kyosho@kesennuma.miyagi.jp
家庭教育支援チーム，各地区老人クラブ，各地区ボランティアクラブ，各地
区婦人会，面瀬川ふれあい農園運営委員会，気仙沼管内栄養士会等 URL －

0226-22-3442 0226-23-0943気仙沼市魚市場前１－１988-8502

産
業
等

漁業，水産業，観光，
農業，建設業，加工
業，小売業，造船業，
製造業等

15～64歳 53.8% 小学校

0～14歳 9.5% 中学校

　気仙沼市の概要

人
口 64,321人

割
合

幼・保・こ

　これまでの経過

・平成24年1月より，市内各公民館を中心に地区協働教育協議会を設置し，県委託事業「協働教育プ
ラットフォーム事業」を開始した。
・平成30年4月に地区協働教教育協議会を地域学校協働本部に変更し，地域学校協働活動を行うこと
とした。ただし，「協働教育プラットフォーム事業」の名称が浸透していることを考慮し，「気仙沼
市協働教育プラットフォーム事業（地域学校協働活動）」として事業を展開している。
・現在，市内に11の地域学校協働本部を設置し，地区ごとの特色を生かしながら，活動を推進してい
る。

65歳以上 36.7%
面
積 322.44km2

学
校
数

　地域学校協働活動

●学校支援活動 ●家庭教育支援活動 ●地域活動 ●放課後子ども教室

　工夫している点

防災学習，農業体験学習，
漁業体験学習，授業補助
（ミシン作業，調理実習
等），書き初め教室，郷土
芸能体験，伝統技能体験
等

子育てほっとサロン，地区
家庭教育学級，親子料理
教室等

地域資源活用事業（史
跡，名勝巡り等），体験活
動（キャンプ），地域食材を －
生かした調理実習，世代
間交流（昔遊び，将棋
等），天体観測等

　国，県の方針と各地区での取組の調整を行い，事業の充実に向けた助言や指導を行う。

・推進員，地域連携担当と公民館職員が協力しながら活動を計画して，事業を行っている。
・地域人材の活用と育成をテーマにしており，将来にわたって継続できるよう事業を行っている。
・公民館だより等をとおして，情報の発信を行い，本事業の意義や内容が地区住民に浸透するよう
図っている。

　行政の支援や取組

・地域学校協働活動推進員の委嘱と気仙沼市地域学校協働活動推進協議会の運営

　地域学校協働活動推進員を委嘱し，各公民館区に配置することで，幼少中高と連携した協働体制を確
立する。また，地域学校協働活動推進協議会を運営し，事業の運営方針等を協議する。

・各地域学校協働本部への指導・支援

－ 68 －



　今後の活動に向けて

・学校を核とすることで，子どもの学びに目が行きがちであるが，この活動を大人の学びの機会とし
てもとらえ，充実させられるようにしたい。内容としては，講師としてかかわってくださった地域住
民の方のネットワークづくりや事業づくりの研修会などを行いたいと考えている。
・以前より本市の小中学校で取り組んでいるESDや海洋教育などと関連付けることにより，研究内容
をより充実させられるようにしたい。

　組織体制のイメージ図

　特色ある活動事例

　活動の成果

・平成29年度の事業実施数は125事業，参加者は延べ6，078人となった。地元の人材や自然などの資
源を生かした事業を行い，地域のよさを知るきっかけづくりや地域人材が活躍する場を提供する機会
となり，地域活性化につながっている。
・本部の設置を地区の社会教育の核となる公民館にしたことで，地区ごとの特性が活動に反映されて
いる。
・公民館が活動の軸となることにより，幼稚園，小学校，中学校，高校が連携して行う活動が，少し
ずつ増えてきている。
・本年度より，市外からの移住者が中心となっているNPOにコーディネートを委託した地区があった
が，地区のよさを客観的に分析しながら事業の展開にあたっており，非常に効果的である。

・ 各地域学校協働本部の推進員と有識者により

組織

・ 事業実施にかかる方向性や運営方針の確認

・ 基本は各公民館区に設置

（唐桑地域は，唐桑・中井・小原木の3館合同）

・ 公民館が事務局となり，推進員（コーディネーター：

1名以上および１団体），学校，地縁団体等により組織

・ 事業の実働的な立場は，推進員，公民館職員，地域

連携担当教員

・ 全市的な家庭教育を推進するため，生涯学習課で家

庭教育を専門に扱う組織を担っている

あわび・ウニ採り名人さんの話を聞こう！

（小3総合的な学習の時間）

郷土芸能「大漁打ちばやし」体験学習

（幼稚園，小5，小6総合的な学習の時間）

気仙沼市地域学校協働活動推進協議会

各地区地域学校協働本部

気仙沼 鹿 折 松 岩 新 月 階 上 大 島 面 瀬 唐 桑 本 吉 小 泉 大 谷 家 庭

地域学校

協働活動

推進員

公民館

担当者

地域

連携担当

教員

小学校
地域

連携担当

教員

中学校
実行

計画

評価

改善・調整

① 計画の立案 ② 事業の準備

③ 事業の実施

④ 事業後

⑤ 評価・検証

⑥ 改善調整

－ 68 － － 69 －



7園

5校

2校

・各学校で現在講師を行っている方や，事業の内容については協働本部で共有し，講師の方々の活躍
の場を増やすことを目的としている。
・各学校で校外学習を行う場場合に,生涯学習課所有のバス（モアイバス）を利用してよいことにし
ている。

　行政の支援や取組

・出前授業による学習支援

　学校からの要請に応じて，他課の職員に各学校への派遣協力（出前授業）をしてもらってい
る。

　工夫している点

総合的な学習の時間や社
会科における指導者育成
事業，校外活動時に利用
するモアイバス

家庭教育支援チームを29
年度末に立ち上げるが，
地域学校協働活動とは別
のものと考えている

ふるさと学習会（春）
ふるさと学習会（秋）

平成30年3月で終了
（平成23年度～平成29年
度）

　地域学校協働活動

●学校支援活動 ●家庭教育支援活動 ●地域活動 ●放課後子ども教室

　これまでの経過

・平成23年，東日本大震災後に放課後の子供たちの居場所作りとして戸倉小学校で「放課後子ども教
室」が始まった。普段の活動の他，地域の方に協力してもらう特別講座も年に3回実施してきた。
・平成30年3月，新しい小学校ができ，地区に復興住宅等も整ったことから，他の地区と同じ環境に
に放課後子ども教室を終えた。
・平成30年6月に，町内各小中学校地域連携担当教員と生涯学習課職員3名で，南三陸町地域学校協働
本部を立ち上げた。
・南三陸町内5小学校,2中学校と連携・協働し，主に各学校における総合的な学習の時間の指導者育
成や校外学習時に利用できるバスの手配等を行っている。

65歳以上 35.2%
面
積 16.34㎢

学
校
数

産
業
等

農業,林業,牛産業,観
光

15～64歳 55.3% 小学校

0～14歳 9.3% 中学校

　南三陸町の概要

人
口 12,987人

割
合

幼・保・こ

協力企業・団体・大学・ＮＰＯ等 E-mail gakusyuu@town.minamisanriku.miyagi.jp
戸倉漁港銀鮭部会青年部,大雄寺,ネイチャーセンター友の会

URL

0226-46-2639 0226-46-5348

－

本吉郡南三陸町志津川字沼田101〒986-0725

統括的な
コーディネーター数

地域学校協働
活動推進員数

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ数 地域連携担当数

活動目標
学校・家庭・地域が一体となって子供の成長を支え，主体的に物事を考え行動する子供を育成す
る。

号番XAF号番話電　地在所　　　　　　　　　　】先絡連【

学校・家庭・地域が一体となって
南三陸町の未来を支える子供たちを育てるネットワーク

名校学係関名織組進推名村町市

南三陸町
南三陸町地域学校協働本部

志津川小学校，戸倉小学校，入谷小学校，
伊里前小，名足小，志津川中，歌津中

設立年度 教育委員会・担当課 関係学校学級数 児童生徒数

Ｈ30 南三陸町教育委員会生涯学習課 54学級 827人

登録
ボランティア数

0人 1人 0人 2人（学習課） 7人

統括的な地域学校
協働活動推進員数

－ 70 －



　今後の活動に向けて

・ふるさと学習会については,話合いを行わず，学習課のみで行き先を決定している。今後はより良
いあり方を探るために，現場の声も吸い上げていきたい。家庭教育については,現在地域学校協働本
部内で実施予定は無いものの，支援チームは結成することから，必要に応じて学校現場にも入ってい
くようにしていきたい。

　組織体制のイメージ図

　特色ある活動事例

・指導者育成事業
　　各小中学校の総合的な学習の時間等で講師をして下さる方に
　謝金を支払いしている。繰り返し講師をすることで指導者とし
　て成長していくと考えている。

・モアイバス事業
　　各小中学校で校外活動を行う際に,町の20数名乗りバスを運
　転手付きでお貸しする事業。子供達の学びの深まりに効果的で
　ある。

・ふるさと学習会（春・秋）
　　南三陸町の小学6年生が郷土の歴史や文化，産業を知るため
　に年に2回，春と秋に実施している。講師は町内に住んでいる
　方にお願いしている。町内の優れた文化や産業に触れること
　で，南三陸町を誇りに思い，愛する気持ちを育てることをね
　らっている。

　活動の成果

　地域連携担当教員に集まってもらい,お互いに顔を合わせて会議を行うことで,指導者育成事業につ
いて共通理解をはかることができたことと,どのような姿を目指しているのかを共有することができ
た。また，モアイバスを学校で利用することによる良さと，どのような利用の仕方ができるとより学
校の子供たちにとって良いものになるのかを知ることができた。

校外学習で活躍するモアイバス

町の文化について話す鈴木講師

南三陸町地域学校協働本部 南三陸町の未来を支える子ども達を育てるネットワーク

志津川小学校
（地域連携担当）

戸倉小学校
（地域連携担当）

入谷小学校
（地域連携担当）

伊里前小学校 名足小学校
（地域連携担当）（地域連携担当）

志津川中学校 歌津中学校

指導者育成事業 モアイバス事業ふるさと学習

地域の文化・産業・人財との出会い

地域学校協働本部

－ 70 － － 71 －


